AST専従薬剤師のお仕事 by unknown
　令和2年２月１日付けで臨床神経科学分野（脳神経内
科）の教授を拝命いたしました。また本年4月から科名がこれ
までの神経内科から脳神経内科に変わりました。
　私は平成7年に徳島大学を卒業し広島大学、住友病院な
どで臨床研修をいたしました。専門は神経難病と認知症で
す。神経難病では全身の筋力低下をきたす筋萎縮性側索
硬化症（ALS）の新規治療薬の開発に取り組んでいます。
　皆様の意見を大切にしていきますので遠慮なくお声がけください。
　令和2年2月1日付けで心臓血管外科長を拝命しました秦
です。私はこれまで冠動脈疾患、弁膜症、重症心不全など
成人心疾患に対する手術や再生治療に関する研究などを
行ってきました。既に施行している先天性心疾患に対する
手術や低侵襲血管内治療（ステント治療や経カテーテル大
動脈弁留置術等）と併せ、心臓血管外科のほぼ全ての疾
患に対応して参ります。徳島の地域医療発展に貢献できる
よう努力して参りますので宜しくお願い申し上げます。
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現在、開発中の医薬品の候補（治験薬）を用いた治験を、以下の病気を対象に実施しています。参加いただいた患者さんにおける
データを集め、有効性や安全性を確認して医薬品としての「承認」を得ることが治験の目的ですが、参加いただいた患者さんにとって
良い効果をもたらす場合もあります。まずは、よく情報を得ていただきたいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。
ちけん君は
日本医師会治験促進センターの
キャラクターです。
問合せ：臨床試験管理センター
tel.088-633-9294
●肺癌
●腎細胞癌
●尿路上皮癌
●多発性骨髄腫
●急性骨髄性白血病
●脳梗塞
●くも膜下出血
●大うつ病
●筋萎縮性側索硬化症
●てんかん（成人）
●前立腺癌
●脊髄損傷後疼痛
●掌蹠膿疱症
●特発性肺繊維症
●肝細胞癌
薬剤部
AST専従薬剤師
　病院で働く薬剤師の責務は、薬剤を使った治
療が安全に行われるように管理することです。本
院で多く使用される薬剤のひとつに「抗菌薬」
があります。抗菌薬とは、簡単に言えばバイキン
をやっつけるお薬です。本院で働く岡田薬剤師
は、この抗菌薬の適正な使用を支援する「AST
（Antimicrobial Stewardship Team）」という
チームの専従薬剤師です。抗菌薬は適切に使
用しないと、薬剤耐性菌という抗菌薬が効かない
細菌を生み出すリスクがあります。薬剤耐性菌
の出現を防ぐため、本院で特定の抗菌薬を使用
する患者さんの治療にASTが介入し、診療科と
協力して感染症の治療を行います。時季にもよ
りますが、毎日20人～40人ほどの患者さんの情
報をチェックし、患者さんにとってより良いと考えら
れる薬を提案することもあります。「薬剤師は薬の
ソムリエです。治療に苦労していた患者さんでも、
薬ひとつ変えるだけでどんどん状態が良くなって
いくのを見ると、ヨシ！という気持ちになりますね。」
と岡田さんは言います。同時になかなか治療効
果が得られない場合でも、その理由をチームで検
証し、改善に繋げていきます。「薬を選んで終わり
ではなく、その後も責任を持って診るように心がけ
ています。特にASTは病院全体を見渡す必要
があるので、現場の医師や看護師とも調和をとっ
てチーム医療を体現しています。」全国的にも専
従の薬剤師がASTに在籍していることは珍しく、
今後は本院のASTの活動を可視化し、患者さん
や医療従事者へ
フィードバックす
るような広報活
動をしたいと岡田
薬剤師は考えて
います。
常に
「患者さんのために」
と考えて
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